
三原市環境施設課所管施設機械警備業務仕様書 
 
 この仕様書は、三原市（以下「発注者」という。）が三原市環境施設課所管施設（以下「施

設」という。）の休日、夜間等における防火、防犯等に関する管理業務を機械警備業者（以

下「受注者」という。）に委託して行う場合の大要を示すものである。 
 
１ 業務対象施設 
  機械警備業務を実施する施設は次のとおりである。 

名称及び 
住所 

三原市清掃工場       三原市八坂町１０２２７番地   図面№１ 
三原市汚泥再生処理センター 三原市沼田東町七宝２５４番地 図面№２ 

２ 業務履行期間 
  この業務の履行期間は、令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までとする。 
３ 業務目的 

この業務は、施設の火災異常の監視及び緊急対処、不法侵入・盗難等の不良行為の予

防、早期発見並びに拡大を防止し、財産の保全を図るとともに、施設の円滑な運営に

寄与することを目的とする。 
４ 警備方法 

(1) 機械警備（異常感知装置、自動通報装置及び警備員による対応を組み合わせた警

備とする。）なお、機械警備が履行できない場合（装置の設置までの間や装置の保

守・修理の間等）は受注者において代替警備措置（常駐による警備）を講じるも

のとする。 

(2) 既設の自動火災報知設備と前項の装置による火災異常監視警備 

５ 業務内容 
(1) 火災及び防犯警備業務 
(2) 異常事態感知時の処置業務（急行させた警備員による現地確認、発注者が指定す

る緊急連絡先への連絡、関係機関への通報等） 
(3) 警備実施事項の報告業務 
(4) 設置機械の保守点検業務（年 1 回以上実施） 

６ 機械警備担当時間 
(1) 平 日：１７時１５分から翌８時３０分 
(2) 休日等：土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日及び 

１２月２９日から１月３日については、終日 
７ 機械警備実施時間 

(1) 機械警備 
機械警備の実施時間は、機械警備担当時間内において施設が無人の状態にあると

きとする。施設の最終退去者が警備業務用機械装置を作動させ、受注者の機械警

備に係る受信機器を設置する施設（以下「基地局」という。）が、施設からの同装

置作動開始の信号を受信したときより開始し、施設の最初の出勤者が同装置の作

動を解除し、施設からの同装置作動解除の信号を受信したときに終了するものと

する。 
(2)  火災異常監視警備 



火災異常監視警備は、２４時間間断なく行うものとする。 
８ 機械警備装置 

(1) 機械警備装置は、以下の機能を有するものとする。 
① 施設内への侵入者を感知し、表示する機器。 
② 機械警備装置及びセンサーの破壊、配線の切断等の異常を感知する機器。 
③ 既設自動火災報知設備と連動し、異常を感知する機器。 
④ 警備開始、解除の操作を一斉に行う機器。（施設の職員が最終的に入退去する出入

口に設置できるもの。） 
⑤ 基地局に施設での異常信号を、自動的に送信する機器。 
⑥ 警備機器の総括制御を行う機器。 
⑦ 不良行為の予防のための警備ステッカー等。 

(2) 機械警備装置の設置及び管理 
① 機器の設置位置等は別添の図面を参照のこと。なお、設置に当たっては、施設の

実情を十分考慮し、発注者と事前に協議・調整の上、行うものとする。 
② 警備ステッカー等は、事前に発注者と協議の上、各施設の最終出入口付近等防犯

効果の期待できる箇所へ添付するものとする。 
③ 受注者は、機械警備装置の正常な機能を維持するため、年１回以上の保守点検を

実施し、正常作動の確認を行うものとする。なお、万一故障した場合においては、

遅滞なく復旧等の警備上の安全措置を講ずるものとする。 
④ 警備開始、解除の操作を一斉に行う機器の操作にカード等が必要な場合は、事前

に発注者と協議の上、機械警備業務開始の前日までに必要枚数を、発注者へ交付

するものとする。なお、このカード等の作成・交付に係る費用は、全て受注者の

負担とする。ただし、職員・使用者等の紛失や毀損による場合は、この限りでな

い。 
(3) 機械警備装置の所有権 
 ① 施設に設置する機械警備装置は受注者の所有とし、その維持管理は、全て受注者

の負担において行うものとする。 
９ 機械警備業務の体制 

(1) 受注者は、機械警備実施時間中、基地局において受信機器により施設の異常の有無

を間断なく監視し、安全を確保するものとする。 
(2) 受注者は、業務上必要な知識、経験及び技能を有する警備員及び業務従事者を以っ

て業務に当たるものとする。 
10 異常事態等の発生時の対応 

(1)  受注者は、施設に異常が発生したことを感知したときは、直ちに警備員を施設に 
    急行させ、異常事態の有無を確認する。（感知からおおむね３０分以内） 
(2)  前項の結果、異常を認めた場合は、事態の拡大防止のための迅速かつ適切な措置を     

講じるとともに、発注者の指定する連絡先へ連絡し、必要に応じて警察・消防等の

関係機関へ通報する。 
11 鍵の預託 

(1) 発注者は、機械警備業務に必要な鍵を、受注者に預託し、受注者は厳重にこれを

管理するものとする。 
(2) 鍵の授受は、機械警備開始の初日までに行うものとし、その際、受注者は発注者



に対し預り証を交付するものとする。 
(3) 受注者は、機械警備業務を遂行する目的以外に鍵を使用してはならない。また、

鍵を他人に譲渡し、貸与し、又は質入してはならない 
(4) この委託業務が終了し、解除し、又は解約したときは、受注者は速やかに鍵を発

注者に返還しなければならない。 
12 報告 

(1) 月次報告 
受注者は、警備担当時間内における毎月の警備結果について、警備結果報告書を

作成し、遅滞なく提出するものとする。 
    (2)  異常事態発生時処置報告 
        受注者は、異常事態等が発生したときは、その処置経過について、処置後速やか

に書面により発注者へ報告を行うものとする。 
(3) 保守点検報告 
  受注者は、保守点検を実施したときは、実施後速やかに保守点検報告書を作成し、

発注者へ提出するものとする。 
13 権利譲渡等の禁止 

受注者は、この契約により生ずる権利又は業務を第三者に譲渡し、継承させ、又は担

保の目的に供することはできない。ただし、発注者の文書による承諾を受けた場合は、

この限りでない。 
14 守秘義務 

受注者は、業務の遂行に当たり本業務により知り得た情報等について外部に漏洩した

り、他の目的に利用してはならない。なお、この契約が解除・解約された場合又は契

約が終了した後においても同様とする。 
15 費用負担・増改築等 

(1) 施設への機械警備装置（施設と基地局を結ぶ回線含む。）の設置、撤去に係る費用

は、全て受注者の負担とする。 
(2) 業務実施期間開始後、施設の改修工事等による一時的な機械警備装置の撤去、再

設置に係る費用は、別途発注者と受注者とで協議するものとする。 
16 その他 

(1) 契約実施期間の初日又は最終日において、他の警備業者から業務を引継ぐ場合、

又は引渡す場合には、相互に協力の上、トラブルの未然防止を図り、円滑かつ確

実な引継ぎ（機械警備装置の迅速な撤去又は設置を含む）を行うものとする。 
(2) 機械警備業務の実施に当たり、この仕様書に定めのない事項、又はこの仕様書に

疑義が生じた場合は、発注者と受注者とで協議するものとする。 
(3) 本契約は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 234 条の 3 の規定による長期

継続契約であるため、本契約締結日の属する年度の翌年度以降において、当該契

約に係る発注者の歳入歳出予算の減額又は削除があった場合は、発注者は、本契

約を変更・解除することができる。 
17 入札条件 

(1) 入札は、契約希望金額の 100/110 の総額を記入すること。 

(2) 落札者の決定は、予定価格を下回る入札をした者のうち、最も低価格の入札を 

した者とする。 
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